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献上桃を守る、動く議会
霜被害の支援を県へ要望

桑折町議会　
県県北農林事務所に支援を求めた

桑折町議会
県に霜被害の支援要望　

令和３年５月26日付

令和３年５月25日付

令和３年５月24日　
福島県 県北農林事務所へ要望書を提出

新聞各社報道

４月の計４日間にわたる降霜
被害町村で最も大きな農作物被害に 
被害面積： 101.34ヘクタール
被害総額： 3億4,777万円

福島県5月6日～7日調査の確定値

写真：被害状況を視察  4月20日

枯れてしまった桃花

定例会以外の議会活動
委員会活動報告………………………………………… P17
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令和３年度一般会計補正予算など可決……………… P ２
審議結果表・討論……………………………………… P22
一般質問………………………………………………… P ６

６ 月 定 例 会　
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条
例
制
定

復
興
公
営
住
宅

　
９
棟
を
子
育
て
世
帯
に

◆�

町
子
育
て
世
帯
定
住
促
進
住
宅
条

例
　
子
育
て
世
帯
の
定
住
促
進
と
地
域

活
性
化
を
目
的
に
、
駅
前
団
地
９
戸

の
用
途
を
廃
止
、
公
営
住
宅
と
し
て

活
用
す
る
。

・
基
準
家
賃
額　
７
万
５
千
円

　

�

同
居
す
る
中
学
卒
業
年
度
か
ら
２

年
以
内
の
子
供
一
人
目
は
基
準
家

賃
か
ら
１
万
円
を
差
し
引
く
。

　

�

更
に
、
二
人
目
以
降
は
差
し
引
い

た
額
よ
り
５
千
円
ず
つ
差
し
引
く
。

最
低
家
賃
額
は
５
万
円

質
疑

　

入
居
者
の
資
格
、
家
賃
の
決
定
、

敷
金
、
火
災
保
険
、
模
様
替
え
等
の

質
疑
が
さ
れ
た
。（

賛
成
９
、
反
対
２
）

※
討
論
は
Ｐ
22
を
ご
覧
下
さ
い
。

返
還
時
に
は
保
管
料
の支

払
い
が
発
生

◆
町
自
転
車
等
放
置
防
止
条
例

　
公
共
の
場
所
に
自
転
車
等
を
放
置

す
る
こ
と
を
防
止
し
、
生
活
環
境
の

保
全
及
び
都
市
機
能
を
維
持
、
良
好

な
都
市
環
境
を
作
る
こ
と
が
目
的
。

　
・�

警
告
書
が
付
け
ら
れ
た
後
７
日

間
放
置
が
続
く
と
撤
去
、
保
管

さ
れ
る
。
保
管
期
間
は
６
ヶ
月

　
・�

返
還
時
に
は
自
転
車
１
台
千
円
、

原
動
機
付
自
転
車
、
普
通
自
動

二
輪
車
は
一
台
２
千
円
を
払
う

質
疑

　
放
置
や
保
管
の
期
間
、
徴
収
費
用

設
定
の
根
拠
等
の
質
疑
が
さ
れ
た
。

条
例
改
正

◆
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　
町
営
住
宅
か
ら
桑
折
駅
前
団
地
の

　
９
戸
減
に
伴
う
改
正

◆
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
一
部
改
正

　
令
和
３
年
度
の
国
保
税
の
算
定
は
、

低
所
得
世
帯
の
負
担
増
を
抑
え
、
均

等
割
額
、
平
等
割
額
を
据
え
置
い
た
。

し
か
し
所
得
割
は
一
人
当
た
り
９
円
、

一
世
帯
当
た
り
で
は
９
７
６
円
の
増

と
な
っ
た
。
詳
し
く
は
Ｐ
３
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
他
に
税
制
改
定
に
伴
い
期
間

の
延
長
、
交
付
要
綱
の
一
部
改
正

等
４
件
あ
っ
た
。

　

�

詳
し
い
議
案
名
は
Ｐ
22
の
議
案
審

議
結
果
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

要
望
書
提
出
ま
で
の
経
過

４
月
20
日　
Ｊ
Ａ
桑
折
営

農
セ
ン
タ
ー
と
意
見
交
換

後
に
凍
霜
害
の
現
地
を
調

査
し
た
。

５
月
20
日　
委
員
会
と
し

て
県（
県
北
農
林
事
務
所
）

へ
要
望
提
出
と
そ
の
内
容

を
決
定
、
議
長
に
申
し
出

を
行
っ
た
。

５
月
24
日　
県
北
農
林
事

務
所
へ
委
員
全
員
で
要
望

書
を
提
出
し
た
。

補
正
予
算

凍
霜
害
に
対
し
補
助
金
を

◆
一
般
会
計（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
３
億
４
７
６
万
４
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
５
９
億
７
，
２
６

５
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

・
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
費
負
担
金

　
　
　
　
　
６
，
９
０
６
万
６
千
円

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
６
０
２
万
７
千
円

・
災
害
救
助
費
等
負
担
金

（
現
年
度
分
）　
５
，
７
３
７
万
円

・
農
業
等
災
害
対
策
補
助
金

　
　
　
　
　
３
，
１
０
５
万
５
千
円

・
農
業
振
興
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
５
０
万
円

・
前
年
度
繰
越
金

２
，
３
０
２
万
円

・
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
５
，
０
０
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
等災

害
復
旧
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
３
，
４
５
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

・
基
金
管
理
費（
町
有
地
処
分
費
）

　
（
元
職
員
駐
車
場
ほ
か
一
件
）

２
，
０
９
０
万
１
千
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
給
付
事
業
費

　
　
　
　
（
１
７
２
名
×
５
万
円
）

１
，
０
５
６
万
４
千
円

・
災
害
救
助
費

　
　
中
規
模
半
壊　
46
世
帯

　
　
準
半
壊　
１
０
０
世
帯

　
　
い
ず
れ
も
見
込
み

　
５
，
８
３
７
万
円

・
農
業
災
害
対
策
費

　
（
凍
霜
害
へ
の
剪
定
作
業
他
）

３
，
１
５
１
万
円

・
橋
梁
災
害
復
旧
費

　
（
昭
和
大
橋
の
復
旧
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
１
億
３
６
０
万
円

・
小
学
校
災
害
復
旧
費

　
（
醸
芳
小
体
育
館
屋
根
の
本
復
旧
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
５
，
０
０
０
万
円

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）第
１
号

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
５
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
13
億
３
，
６
９
６
万
６
千

円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　
▲
４
，
４
０
０
万
円

・
繰
越
金　
　
　
４
，
９
０
０
万
円

《
歳
出
》

・
基
金
積
立
金　
　
　
５
０
０
万
円

宣
　
言

福島県県北農林事務所長　様

要　望　書
　令和３年４月10日から15日にか
け福島県県北地区及び県中・県南
地区の11市町村に降霜害が発生し
ました。また、４月27日にも降霜
が確認され、モモやリンゴ、ナシ、
野菜などの農産物への被害がさら
に拡大しました。
　本町でも、阿武隈川添いの果樹
園の被害が甚大であり、その被害
は平成以降で最も大きかった2002

（平成14年）を大きく上回り、県の
５月６日～７日調査の降霜害被害
状況の確定値によれば、被害面積
101.34ヘクタール、被害額３億
4,777万円と被害町村の中で最も
多い被害額となりました。
　本町の基幹産業である農業、中

でも桃の生産は主力となっていま

す。

　一昨年の台風19号被害、昨年の

桃せん孔細菌病被害、今回の凍霜

害被害のトリプル被害は、桃生産

農家にとって大きなダメージと負

担になっています。

　福島県におかれましては、凍霜

害に遭った全ての生産者に対し、

農業生産意欲の向上、農産物の品

質維持、収量確保のため営農経営

への財政支援を強く要望いたしま

す。

令和３年５月24日

桑折町議会産業厚生常任委員会

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

地 方 創 生 S D G s 推 進 の 町

　SDGs（持続可能な開発目
標）は、貧困や人種差別、環境
破壊など、地球規模の様々な
問題を解決するために、国際
連合によって定められた2016
年から2030年までの国際目標
です。
　持続可能で多様性と包摂性
のある社会を実現するための
17のゴールと169のターゲッ
トから構成されており、国際
連合に加盟する193か国が地
球上の「誰一人として取り残さ

ない」ことを共通理念として取
り組んでいます。
　人口減少・超少子高齢社会
の到来など、地域の課題が顕
著となる中、持続的なまちづ
くりを実践していくためには、
地域全体でSDGsの理念を共有
し多様な主体とのパートナー
シップにより、新しい価値の
創造や恵まれた地域資源の継
承、地域経済の活性化等に取
り組んでいくことが必要です。
　本町では、次期総合計画策

定にあたり、基本計画とSDGs
の17の目標との関連性を明確
に示し、各施策の推進を図る
ことでSDGsの達成につなげて
いきます。
　私たちは、SDGsを原動力と
した地方創生を推進し、より
良い未来を次世代に引き継い
でいけるよう、ここに「地方創
生SDGs推進の町」を宣言しま
す。

SDGsとは

　S
サステイナブル
ustainable�D

デヴエロップメント
evelopment�G

ゴウルズ�
oals（持続可能な開発目標）の略称です

（　
　
　
　
　
　
　

）

６
月
定
例
会

６ 月
定 例 会

産業厚生常任委員会が
　　　県へ要望書を提出

５月24日

提出議案 21 件を審議
　条例制定２件、条例改正６件、補正
予算２件、宣言１件、報告３件、陳情
３件、発委３件、発議１件の計21件
を可決した。

会期：6月15日～22日（8日間）

安田所長㊧に要望書を渡す佐藤委員長



あ
あ
あ
あ
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事
業
の
概
要

　
地
域
づ
く
り
、
地
場
産
業
の
振
興

に
関
し
調
査
研
究
並
び
に
開
発
を
推

進
し
、
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
事
業
展
開
し
て
い
る
。

◆
地
域
振
興
事
業

　
６
次
化
商
品
開
発
事
業

　
〝
献
上
桃
の
郷
”
と
し
て
の
町
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
強
化
を
図
り
、
６
次

化
商
品
の
販
路
開
拓
・
拡
大
へ
の
取

り
組
み
を
展
開
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
各
種
事
業
開
催
が
中
止
と

な
る
中
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
や
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
販
売
を
強
化
し
た
。

◆
農
業
振
興
活
動
拠
点
施
設
管
理

　
運
営
事
業

　
「
レ
ガ
ー
レ
こ
お
り
」は「
食
」と

「
農
」の
交
流
拠
点
と
し
て
、
地
域
活

性
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
農
家
や
商

工
業
者
が
出
店
す
る
伊
達
崎
マ
ル

シ
ェ
を
定
期
的
に
開
催
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン「
ピ
ザ
ス
タ
」で
は
、

地
元
産
食
材
を
使
っ
た
食
を
提
供
、

当
初
目
標
を
超
す
売
上
げ
と
な
っ
た
。

陳
情 

審
査
結
果

〇��

保
育
士
の
全
面
パ
ー
ト
化
に
つ
な
が
る
短
時
間
勤
務
保
育
士
の
活

用
促
進
で
は
な
く
、
保
育
所
職
員
の
配
置
基
準
改
善
、
処
遇
向
上

の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
〔
陳
情
者
〕　
福
島
市
渡
利
字
大
豆
塚
７（
さ
く
ら
保
育
園
気
付
）

　
福
島
県
保
育
連
絡
会　
代
表
者　
大
宮　
勇
雄

〔
審
査
委
員
会
〕　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕　
採　
択（
意
見
書
提
出
）ｐ
18
へ

〇
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の

　
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕　
福
島
市
五
月
町
２
―
５

　
福
島
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会　
執
行
委
員
長　
高
橋　
勝
行

〔
審
査
委
員
会
〕　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕　
採　
択（
意
見
書
提
出
）Ｐ
18
へ

〇
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

〔
陳
情
者
〕　
伊
達
市
保
原
町
字
舟
橋
１
８
０

　
　
　
　
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

　
福
島
県
連
合
会
伊
達
地
区
連
合
会　
議
長　
高
橋　
誠
一

〔
審
査
委
員
会
〕　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕　
採　
択（
意
見
書
提
出
）Ｐ
18
へ

令和２年度　桑折町一般会計繰越明許費繰越計算書（合計 32事業）
款 事業名 金　額 翌年度繰越額 一般財源 完成予定期日

総務費 新総合計画策定支援業務 1,837,000 1,837,000 1,837,000 令和３年８月31日

衛生費 新型コロナウイルスワクチン接種事業 83,212,000 78,220,000 0 令和４年３月31日

農林水産業費 ふくしま森林再生事業 32,200,000 32,200,000 6,297,000 令和３年７月30日

土木費 道路ストック総点検事業 7,000,000 7,000,000 3,677,000 令和３年９月30日

災害復旧費
道路災害復旧事業 27,000,000 27,000,000 27,000,000 令和３年10月29日

種徳美術館災害復旧事業 26,500,000 26,500,000 26,500,000 令和３年10月15日

合　　　　　計 337,556,000 311,515,000 93,951,000

※繰越明許とは
　歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由に基づき年度内にその支出を終わらない見込みのあるものについては、
予め議会の議決を経て、翌年度に繰り越して使用できる制度。

町
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況
報
告

一
般
財
団
法
人
桑
折
町
振
興
公
社

Ｑ
未
収
金
は
町
か
ら
の
委
託
費
、
運

営
費
な
の
で
終
了
後
ば
か
り
で
な

く
、
分
割
は
で
き
な
い
も
の
か
。

Ａ
全
部
で
は
な
い
。
６
次
化
商
品
の

未
収
も
多
い
。
約
半
分
ぐ
ら
い
だ
。

Ｑ
ピ
ザ
ス
タ
で
の
食
材
に
、
地
元
産

が
何
割
ぐ
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
。

野
菜
・
米
以
外
に
は
何
が
。

Ａ
食
品
材
料
の
町
内
か
ら
の
仕
入
れ

は
野
菜
・
果
物
で
５
・
８
％
だ
。

Ｑ
公
社
と
し
て
町
内
事
業
者
に
対
す

る
地
域
振
興
事
業
は
何
か
。
商
店

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

Ａ
町
内
外
で
地
元
商
品
、
町
全
体
を

ｐ
Ｒ
し
地
元
企
業
と
連
携
す
る
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
た
事
業

も「
実
績
な
し
」で
は
わ
か
ら
な
い
。

事
業
名
を
表
記
す
べ
き
で
は
。

Ａ
風
評
払
拭
の「
在
京
桑
折
会
」で
町

判
断
で
中
止
と
し
た
。

　
次
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
新
体
制
で
、
理
事
長
が
常
勤
か
ら

非
常
勤
に
、
事
務
局
長
を
室
長
が

兼
務
す
る
。
変
更
の
目
的
は
何
か
。

Ａ
６
月
理
事
会
に
於
い
て
、
役
員
改

選
が
あ
り
交
代
し
た
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

た
こ
と
は
凄
い
。
未
収
金
・
未
払

い
金
が
昨
年
よ
り
多
額
な
の
は
。

Ａ
町
か
ら
の
委
託
料
が
４
月
以
降
の

入
金
に
な
る
。
全
て
完
済
済
み
だ
。

Ｑ
理
事
長
非
常
勤
、
事
務
局
長
兼
務
、

２
人
共
非
常
勤
に
見
え
る
。
現
場

の
責
任
者
は
。
勤
務
状
況
は
。

Ａ
責
任
は
代
表
理
事
が
担
う
。
勤
務

は
週
３
日
。
永
続
的
で
は
な
い
。

質 

疑

令和３年度桑折町国民健康保険税あん分率
医療給付費分 後期高齢者医療支援金分 介護納付金分

令和3年度 前年度対比 令和3年度 前年度対比 令和3年度 前年度対比

あ
ん
分
率

所　　得　　割 6.77% 100.00% 2.92% 101.39% 2.86% 101.42%
資　　産　　割 0.00% 100.00% 0.00% 100.00% 0.00% 100.00%

均等割 （被保険者１人あたり） 22,300円 0円 9,400円 0円 10,300円 0円

平等割
（１世帯あたり） 17,200円 0円 7,300円 0円

5,300円
0円

（ 特 定 世 帯 ） 8,600円 0円 3,650円 0円 0円
（特定継続世帯） 12,900円 0円 5,475円 0円 0円

軽
減
額（
地
方
税
法
七
百
三
条
の
五
）

７
割
軽
減
額

均等割 （被保険者１人あたり） 15,610円 0円 6,580円 0円 7,210円 0円

平等割
（１世帯あたり） 12,040円 0円 5,110円 0円

3,710円 0円（ 特 定 世 帯 ） 6,020円 0円 2,555円 0円
（特定継続世帯） 9,030円 0円 3,833円 0円

５
割
軽
減
額

均等割 （被保険者１人あたり） 11,150円 0円 4,700円 0円 5,150円 0円

平等割
（１世帯あたり） 8,600円 0円 3,650円 0円

2,650円 0円（ 特 定 世 帯 ） 4,300円 0円 1,825円 0円
（特定継続世帯） 6,450円 0円 2,738円 0円

２
割
軽
減
額

均等割 （被保険者１人あたり） 4,460円 0円 1,880円 0円 2,060円 0円

平等割
（１世帯あたり） 3,440円 0円 1,460円 0円

1,060円 0円（ 特 定 世 帯 ） 1,720円 0円 730円 0円
（特定継続世帯） 2,580円 0円 1,095円 0円

報
告

事業の概況
　令和２年度は、公共用地等の取得事業や処分事業は実施して
いない。
　なお、平成19年度において工業団地売却により損失が生じ
たが、町からの補填により借入金の返済を実施している。

土地開発公社桑折町事務所

６
月
定
例
会

令和２年度「ピザスタ」売上・利用者状況
R2.4～ R3.3

項目 内容等 令和２年度 前年度 比較増減 対前年度比

レストラン 来店者数

男 6,264人 7,866人 ▲1,602人 79.60%

女 11,229人 15,811人 ▲4,582人 71.00%

計 17,493人 23,677人 ▲6,184人 73.90%

売 上 高 飲 食 売 上 41,914,654円 41,097,875円 816,779円 102.00%

事業仕入高 材 料 費
14,739,964円 15,309,697円 ▲569,733円 96.30%

35.16% 37.25% ▲2.09% 94.40%

人件費支出 人 件 費
12,381,315円 16,586,732円 4,205,417円 74.60%

29.53% 40.35% 10.82% 73.20%

体 験 事 業 ピザ作り体験
1回 33回 ▲32回 3.00%

4人 504人 ▲500人 0.80%

　　　損益計算書　　　　　　　�　単位：円
項　　　目 令和２年度 令和元年度

１ 事業収益
⑴公有地取得事業収益 0 0

２ 事業原価 0 0
事 業 総 利 益 0 0

３ 販売費及び一般管理費 7,277 15,384
事　業　損　益 ▲7,277 ▲15,384

４
事業外収益 140 137
⑴受取利息 140 137
⑵雑収益 0 0

５ 事業外費用
⑴支払利息 0 0

経　常　利　益 ▲7,137 ▲15,247

６ 特別損失 0 0
当期純利益 ▲7,137 ▲15,247

当　期　利　益 ▲7,137 ▲15,247

陳
情
と
は

　
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
の
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
、
官
公

署
に
そ
の
実
情
を
訴
え
、当
局
の
適
切
な
措
置
を
要
望
す
る
行
為
。

※�

陳
情
書
の
作
成
・
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
へ�

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

（
電
話
５
８
２
―
２
１
１
３
）
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登壇議員 質　問　項　目
◎印の質問の概要を掲載しています。

斉 藤 　　謙 議員
（７ページ）

・新庁舎建設に伴う、 社会保障との関連等に関して
◎「自治体戦略2040構想」等に関して
・SDGs等に関して
◎財政運営などに関して
・高齢者のワクチン接種の受付のあり方等に関して
・公民館運営等のあり方に関して

川 名　静 子 議員
（８ページ）

◎社会教育全般に関して
◎SDGsの推進に関して
・放課後預かり「児童館」に関して
・保育所の入所要件に関して
・観光事業のチャンスだったのでは
・高齢者を見守るQRコード交付に関して

鈴 木　隆 志 議員
（９ページ）

・遊具管理及び利用拡大について
・中学校自転車通学の安全確保について
◎GIGAスクールによる視力保護対策について
◎やすらぎ園の利用状況について
・公民館管理体制について

半 澤　 　高 議員
（10ページ）

◎新型コロナワクチン接種について
・コロナ禍における選挙事務等について
◎蚕糸の桜、 旧庁舎跡地の桜について

佐 藤　榮 三 議員
（11ページ）

◎凍霜害農家への町独自の支援策について
◎こおりニコニコファームの運営及び設備について
・安全安心で住みやすい生活環境について

佐 藤   武 朗 議員
（12ページ）

◎本町における「現在の都市計画制度」について
◎移住・定住につなげる更なる取リ組みについて
・本町の今後の農業政策について
・本町中心部に位置する福島蚕糸跡地の利活用について

岡 本　貴 士 議員
（13ページ）

・高齢者（65歳以上）の新型コロナウイルスのワクチン接種の現状と今後の予定について
・ワクチン接種に消極的な町民（特に若い世代）への取リ組みについて
◎「福島蚕糸跡地」町有地利活用の業者選定について
◎東北中央道「相馬福島道路」全線開通に伴う本町の観光振興への取り組みについて

岩 﨑　久 男 議員
（14ページ）

◎降霜害被害農家に対しての支援策を
◎政府の汚染水の海洋放出は撤回を
・若者世代の経済支援策について
・「非核平和の町宣言」について
・東京電力㈱に対する損害賠償請求について

羽根田 八千代 議員
（15ページ）

◎災害公営住宅の空住宅対策について
◎子育て世代対象への公営住宅等の活用について
・新型コロナワクチンについて

齊 藤　松 夫 議員
（16ページ）

・新型コロナ感染症対策におけるワクチン接種、 PCR検査、 事業者支援第二弾の実施について
・2.13福島県沖地震対策及び阿武隈川流域治水対策について
・総合計画策定と水道事業ビジョンの推進について
◎新庁舎の活用と生涯学習の推進について
◎中山間地域における町道・農道及び農地整備について
・町公式ホームページのあり方について

公共施設の老朽化が進展
総合管理計画等に基づき計画的推進斉 藤 　 謙 議員

問　
財
務
4
表
は
、
固
定
資
産
台
帳

を
整
備
し
、
有
形
固
定
資
産
の
老
朽

化
を
把
握
す
る
た
め
の
政
府
の
目
的

で
あ
る
が
、
当
町
の
老
朽
化
率
は

50
％
以
上
と
高
く
、
早
期
対
応
が
望

ま
れ
る
が
、
計
画
的
な
改
善
計
画
を

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。
改
善
の

た
め
の
財
源
確
保
に
は
、
投
資
的
経

費
の
捻
出
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た

め
に
は
経
常
収
支
比
率
の
改
善
が
喫

緊
の
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
改
善
の

た
め
の
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

設
定
し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
財
務
4
表
は
あ
ら
ゆ
る
サ
イ

ド
か
ら
の
分
析
を
要
す
る
の
で
、
研

究
・
検
討
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

答　
町
長　
財
務
4
表
で
は
、
有
形

固
定
資
産
減
価
償
却
率
、
純
資
産
比

率
と
も
に
、
類
似
団
体
比
較
で
高
い

水
準
に
あ
り
、
資
産
の
老
朽
化
度
合

い
が
高
い
と
い
え
ど
も
、
将
来
負
担

比
率
等
が
低
く
、
比
較
的
良
好
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

財
政
の
硬
直
化
の
改
善
は
引
き
続
き
、

財
源
確
保
と
行
政
経
費
の
節
減
合
理

化
、
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中
を
さ

ら
に
進
め
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

推
進
を
し
て
い
く
。

広
域
連
携
で
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を

　
　
広
域
連
携
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
模
索

これも 質 問
問
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」の
具
体
的
な
公
表
を

　

答
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を
宣
言
し
た

問
住
民
主
体
の
公
民
館
活
動
を

　

答
住
民
が
利
用
し
や
す
い
運
営
体
制
構
築

問
高
齢
者
・
身
障
者
等
の
声
を
反
映
さ
せ
る
べ
き

　

答
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
等
に
基
づ
き
対
応

問　
広
域
連
携
が
叫
ば
れ
て
い
る
現

在
に
お
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
考

え
で
強
化
し
て
い
く
考
え
か
。
ま
た
、

高
次
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
に
関

し
、
検
討
し
た
か
。

答　
町
長　
既
に
福
島
圏
域
連
携
推

進
協
議
会
に
参
加
し
、
行
政
事
務
の

共
同
研
究
や
移
住
定
住
、
観
光
振
興

事
業
な
ど
の
地
域
事
情
を
共
有
す
る

市
町
村
と
連
携
し
た
形
成
を
進
め
て

い
く
。

一 般
質 問 町政を

問う
60分

◇議員が事前通告した内容に基づいて、一人持ち時間60分で行われます。
◇内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。
◇質問項目は、通告によるものです。
◇議会ホームページ（録画）で過去一年分までご覧いただけます。

急がれる対応
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GIGAスクールによる視力保護は
「タブレット活用ルール」により指導

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

授
業
が
４
月
か
ら
本
格
化
し
た
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
か
ら
発
せ
ら
れ
る
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
は
、
大
人
よ
り
子
供
に
影
響

を
受
け
や
す
く
、
眼
球
疲
労
、
睡
眠

障
害
の
原
因
の
一
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
カ
ッ
ト

フ
ィ
ル
ム
貼
り
付
け
等
視
力
保
護
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
育
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

カ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ム
は
貼
付
し
て
い
な

い
。
現
時
点
に
於
い
て
貼
付
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
が
、
視
力
保
護

の
た
め
、
正
し
い
姿
勢
や
利
用
時
間

の
制
限
、
30
分
に
一
度
の
休
憩
な
ど

の「
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
ル
ー
ル
」に

従
っ
て
使
用
す
る
よ
う
今
後
と
も
指

導
、
視
力
保
護
対
策
に
努
め
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
・
福
祉
避
難
所
の
確
保
は

別
会
場
を
設
定
し
て
柔
軟
に
対
応
す
る

　
や
す
ら
ぎ
園
は
、
現
在
、
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
所
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
が
、
福
祉
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
。
災
害
発
生
時
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
福
祉
避
難
所
と
同
時
平
行
し

て
の
利
用
は
困
難
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
一
時
中
止
す

る
こ
と
な
く
継
続
し
て
接
種
し
て
い

く
た
め
、
や
す
ら
ぎ
園
に
代
わ
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
会
場
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答　
町
長　
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
は
、

接
種
計
画
上
、
や
す
ら
ぎ
園
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、
困
難
な
場
合
に

あ
っ
て
は
、
イ
コ
ー
ゼ
等
別
会
場
を

利
用
す
る
な
ど
継
続
し
て
接
種
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

問　
一
般
の
避
難
所
の
利
用
に
配
慮

を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
、
や
す

ら
ぎ
園
に
代
わ
る
福
祉
避
難
所
の
開

設
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
町
長　
福
祉
避
難
所
は
、
や
す

ら
ぎ
園
に
開
設
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
る
が
、
困
難
な
場
合
に
あ
っ

て
は
、
福
島
県
沖
地
震
同
様
、
役
場

町
民
ロ
ビ
ー
等
活
用
す
る
な
ど
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

これも 質 問
問　
休
館
時
の
地
区
公
民
館
の
利
用
申
請
は

　

答　
中
央
公
民
館
・
生
涯
学
習
課
で
申
請
受
付
す
る

問　
公
園
・
学
校
等
設
置
遊
具
の
安
全
点
検
は

　

答　
安
全
計
画
・
点
検
表
に
よ
り
定
期
的
に
実
施

問　
中
学
校
自
転
車
通
学
の
安
全
確
保
は

　

答　
交
通
安
全
教
室
開
催
・
自
転
車
整
備
点
検
実
施

鈴 木 隆 志 議員
主役は町民でしょう、生涯学習

公民館の目的を果たしていく 川 名 静 子 議員
問　
本
町
は
自
然
・
歴
史
・
文
化
を

標
榜
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
に
振
り
回

さ
れ
行
動
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
今

こ
そ
民
度
を
上
げ
る
社
会
教
育
、
生

涯
学
習
の
出
番
で
は
な
い
か
。
新
体

制
は
町
民
に
取
り
、
開
か
れ
た
公
民

館
と
は
言
え
な
い
。
地
域
住
民
の
総

合
的
な
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
。
単

な
る
貸
し
館
施
設
で
な
い
。
公
民
館

設
置
者
の
責
任
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を

い
か
に
吸
い
上
げ
る
か
、
歴
史
の
伝

承
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

文
化
事
業
は
何
か
伺
う
。

答　
教
育
長��

地
域
住
民
が「
つ
ど

い
」「
学
び
」「
つ
な
が
る
」こ
と
を
促

し
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
施
設
の

開
閉
も
利
用
者
に
お
願
い
す
る
が
、

責
任
は
町
に
あ
る
。
ま
た
、
町
民
の

声
は
社
会
教
育
の
会
議
等
か
ら
吸
い

上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
町
の
歴
史

に
関
す
る
学
び
は
、
学
校
等
に
委
員

を
派
遣
し
学
習
の
機
会
を
設
け
て
い

る
。
文
化
事
業
は
、
心
豊
か
な
活
力

あ
る
社
会
の
形
成
に
と
り
重
要
で
あ

る
。
感
染
防
止
対
策
を
と
り
実
施
し

た
い
。

これも 質 問
問
「
児
童
館
」の
定
数
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か

　

答
保
育
ニ
ー
ズ
に
答
え
実
施
し
て
い
る

問　
出
生
数
の
減
か
ら
在
勤
の
入
所
も
可
に
し
て
は

　

答　
町
内
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
堅
持
に
努
め
る

問　
高
齢
者
の
見
守
り
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
交
付
し
て
は

　

答　
制
度
の
内
容
や
活
用
方
法
等
を
調
査
研
究
す
る

「
宣
言
」の
評
価
は
実
践
あ
る
の
み

　
　
町
民
の
理
解
促
進
に
努
め
る

問　
環
境
問
題
を
本
町
の
女
性
達
は

20
年
以
上
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

マ
イ
バ
ッ
ク
を
作
り
、
ご
み
の
分
別
、

リ
サ
イ
ク
ル
等
と
。初
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
取
り
上
げ
３
年
目
に
し
て
今
定
例

会
で「
宣
言
」が
さ
れ
る
。
重
要
な
の

は
そ
の
後
の
取
り
組
み
だ
。
多
く
の

町
民
も
近
年
、
巨
大
化
し
た
自
然
災

害
の
発
生
か
ら
、
環
境
や
再
エ
ネ
等

に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
が
、
17
の
目

標
を
い
か
に
周
知
し
実
践
し
て
い
く

か
が
課
題
だ
。
押
し
付
け
で
は
な
く

学
校
、
事
業
所
、
各
種
団
体
は
何
が

で
き
る
か
、
自
ら
の
目
標
を
立
て
実

践
に
繋
げ
て
い
く
べ
き
だ
。

答　
町
長　
現
在
策
定
中
の
次
期
総

合
計
画
に
お
い
て
、
各
施
策
と
の
関

連
性
を
明
確
に
し
広
報
や
ポ
ス
タ
ー

で
普
及
啓
発
、
理
解
促
進
に
努
め
る
。

答　
教
育
長　
学
習
を
通
し
て
自
ら

の
問
題
と
捉
え
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

実
践
す
る
。

※
福
祉
避
難
所
と
は
、　
一
般
の
避
難
所
で
過
ご
す
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
妊
婦
な
ど
配
慮
が
必
要
な
人
の
た
め
の
避
難
所

ブルーライトカットのフィルムは

※ブルーライトとは、パソコン等の画面から多く発せられる
青色の光で、目以外にも睡眠障害などの要因となっている。

「いつでも・だれでも」　使えない
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桜の樹々を残すことは
　決定した事業者の判断による 半 澤 　 高 議員

64
歳
以
下
の
接
種
計
画
は

年
齢
ご
と
に
順
次
接
種
券
発
送

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
次
の
点
を
伺
う
。

問　
こ
れ
ま
で
接
種
に
お
け
る
問
題

点
や
改
善
点
は
あ
っ
た
も
の
か
。

答　
町
長　
接
種
に
つ
い
て
は
、
公

立
藤
田
総
合
病
院
ワ
ク
チ
ン
接
種

チ
ー
ム
立
会
の
も
と
、
事
前
に
２
度

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

万
全
を
期
し
て
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
な
問
題

は
な
い
。

問　
64
歳
以
下
の
接
種
計
画
と
接
種

し
や
す
い
方
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答　
町
長　
64
歳
以
下
の
接
種
に
つ

い
て
は
、
現
在
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
て
、
年
齢
ご
と
に
、
６
月
15

日
か
ら
接
種
券
を
順
次
発
送
し
、
休

日
接
種
お
よ
び
町
内
医
療
機
関
に
お

け
る
個
別
接
種
も
実
施
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

№
５
参
照
）

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
中
、
２

回
目
の
接
種
後
に
頭
痛
や
発
熱
な
ど

の
副
反
応
が
起
き
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
の
報
道
が
あ
る
が
桑
折
町
で
は
ど

う
か
。

答　
町
長　
副
反
応
に
つ
い
て
は
、

接
種
後
15
分
以
上
の
健
康
観
察
中
に

発
熱
、
頭
痛
、
皮
膚
の
か
ゆ
み
な
ど

の
症
状
が
み
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
僅
か

に
確
認
さ
れ
た
が
、
個
別
に
医
師
・

看
護
師
が
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
る
。

問　
福
島
蚕
糸
跡
地
の
開
発
お
よ
び

旧
庁
舎
跡
地
の
開
発
に
と
も
な
い
、

こ
れ
ま
で
町
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た

「
桜
」に
つ
い
て
、
そ
の
樹
々
を
ど
う

す
る
の
か
。

　
以
前
、
全
員
協
議
会
で
の
担
当
課

長
の
説
明
で
は
伐
採
や
む
な
し
の
方

向
で
進
ん
で
い
る
も
の
と
捉
え
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
桜
の
樹
々
は
町
民

か
ら
す
れ
ば
、
老
木
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
花
の
季
節
に
は
楽
し
ま
せ

て
く
れ
、
親
し
み
を
十
分
に
感
じ
て

い
る
樹
々
で
あ
り
、
蚕
糸
の
桜
と
旧

庁
舎
跡
地
の
桜
、
双
方
と
も
に
残
す

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
、
町
の
方

針
を
改
め
て
伺
う
。

答　
町
長　
蚕
糸
お
よ
び
旧
庁
舎
跡

地
の
桜
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

決
定
し
た
事
業
者
の
判
断
に
よ
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

成長が楽しみ

市民農園の運営・設備は
より多くの方の利用を佐 藤 榮 三 議員

問　
本
年
度
開
園
と
な
っ
た「
こ
お

り
ニ
コ
ニ
コ
フ
ァ
ー
ム
」は
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
農
業
に
親
し
み
、
理
解

を
深
め
、
健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ

く
り
、
子
供
た
ち
の
農
業
体
験
、
利

用
者
同
士
の
交
流
の
場
を
目
的
に
開

設
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
が
、

最
初
が
肝
心
で
農
園
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
ト
イ
レ
や
散
水
等
の
設
備

も
必
要
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

答　
町
長　
市
民
農
園
に
つ
い
て
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
く
た

め
に
も
周
知
が
必
要
。
ト
イ
レ
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
、
散
水
に
つ
い

て
は
隣
接
の
水
路
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
か
、
各
自
確
保
を
お
願
い
す
る
。

早
急
に
看
板
等
を
設
置
し
施
設
等
の

内
容
を
周
知
す
る
。

凍
霜
害
農
家
へ
の
町
独
自
の
支
援
策
は

今
期
定
例
会
に
補
正
予
算
を
計
上

問　
約
40
年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る
凍
霜

害
が
４
月
10
日
か
ら
15
日
に
か
け
て

発
生
し
た
。
本
町
の
被
害
額
は
全
県

の
12
％
を
上
回
る
３
億
４
千
７
７
７

万
円
と
過
去
に
類
を
見
な
い
大
き
な

被
害
と
な
っ
た
。
被
害
を
受
け
た
す

べ
て
の
農
作
物
に
対
す
る
支
援
が
必

要
で
す
が
取
り
分
け
本
町
の
桃
は

「
献
上
桃
の
郷
」と
し
て
確
固
た
る
実

績
が
あ
り
、
こ
の
実
績
は
本
町
の
町

づ
く
り
に
も
大
き
な
役
割
を
持
っ
て

い
る
。
一
昨
年
の
台
風
19
号
被
害
、

昨
年
の
桃
せ
ん
孔
細
菌
病
被
害
、
そ

し
て
今
年
の
凍
霜
害
被
害
と
生
産
農

家
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
生
産
意

欲
向
上
と
品
質
維
持
、
収
量
確
保
の

た
め
、
国
・
県
の
支
援
策
は
基
よ
り

本
町
独
自
の
支
援
策
が
必
要
と
思
う

が
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
町
長　
凍
霜
害
被
害
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
は
、
県
の
凍
霜
害
緊

急
対
策
事
業
と
し
て
、
30
％
以
上
の

被
害
農
家
に
対
し
、
樹
勢
維
持
・
回

復
の
た
め
の
薬
剤
や
防
霜
資
材
等
の

購
入
に
県
・
町
が
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の

１
を
助
成
す
る
。
そ
の
ほ
か
剪
定
管

理
費
と
し
10
ア
ー
ル
あ
た
り
３
万
６

千
円
の
助
成
を
実
施
す
る
た
め
、
今

期
定
例
会
に
補
正
を
計
上
し
た
。

これも 質 問
問　
投
開
票
感
染
症
対
策
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

　

答　
す
み
や
か
に
検
討
す
る

これも 質 問
問　
道
路
標
示
の
点
検
・
補
修
工
事
を

　

答　
公
安
委
員
会
に
補
修
を
要
望
す
る

「久方の光のどけき　春の日に
　　　　しづ心なく　花の散るらむ」
　　　　　　　　　　　　　　歌人　紀　友則　
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市街化調整区域の集落の維持は
地区計画や空き家バンクの活用 佐 藤 武 朗 議員

Ｕ
タ
ー
ン
促
進
の
働
き
か
け
は

情
報
発
信
の
強
化
と
新
た
な
施
策
も
検
討

　

相
馬
・
福
島
道
路
の
全
面
開
通
、

隣
接
市
で
の
大
型
商
業
施
設
の
整
備

計
画
の
進
展
等
、
こ
の
契
機
を
最
大

限
に
活
か
し
た
人
口
減
少
対
策
に
取

り
組
む
必
要
か
ら
次
の
点
を
伺
う
。

問　
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
事
業

で
最
も
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
の

は
。

答　
町
長　
定
住
促
進
補
助
金
や
新

婚
世
帯
へ
の
家
賃
支
援
等
。
教
育
や

子
育
て
支
援
等
が
若
い
世
代
か
ら
支

持
さ
れ
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

問　
町
に「
一
番
ゆ
か
り
」の
あ
る
、

町
出
身
者
へ
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
働
き
か

け
が
効
果
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答　
町
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種

交
流
を
通
し
て
、
対
象
者
へ
の
情
報

発
信
の
強
化
、
新
た
な
施
策
の
検
討

も
進
め
る
。

問　
移
住
・
定
住
に
は「
宅
地
供
給
」

が
不
可
欠
。
人
口
増
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
大
玉
村
の
事
例
を
参
考
に
し

て
は
。

答　
町
長　
本
町
に
お
い
て
は
都
市

計
画
法
上
、
開
発
区
域
が
限
定
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
注
目
が
集
ま
る
こ

の
時
期
に
、
民
間
主
導
の
地
区
計
画

等
の
推
進
を
図
る
。

　
現
行
の「
都
市
計
画
法
」は
、
制
定

後
約
50
年
が
経
過
し
て
お
り
、
現
在

と
制
定
時
で
は
社
会
情
勢
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
都
市
計
画
制
度
に

対
し
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
次
の
点
を
伺
う
。

問　
現
行
の「
市
街
化
区
域
」と「
市

街
化
調
整
区
域
」の
区
域
区
分
が
、

今
後
の「
ま
ち
づ
く
り
」に
ど
う
影
響

を
も
た
ら
す
か
。

答　
町
長　
同
法
は
、
市
街
化
を
誘

導
す
る
市
街
化
区
域
、
市
街
化
を
抑

制
す
べ
き
市
街
化
調
整
区
域
に
定
義

さ
れ
て
い
る
。
各
法
令
に
基
づ
き
土

地
利
用
を
し
て
い
る
が
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
よ
り
課
題
も
生
じ
て
い
る
。

問　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
集
落
を

維
持
す
る
に
は
、
現
行
の
区
域
指
定

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
対

応
策
は
。

答　
町
長　
市
街
化
区
域
に
編
入
は

困
難
、
新
た
な
住
宅
の
建
築
に
制
約

あ
り
。
地
区
計
画
や
空
き
家
バ
ン
ク

の
活
用
、
農
地
付
き
住
宅
購
入
条
件

緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

これも 質 問
問　
基
幹
産
業
の
農
業
の
持
続
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は

　

答　
後
継
者
、
新
規
就
農
者
等
へ
の
支
援
事
業
の
展
開

問　
蚕
糸
跡
地
へ
民
間
よ
り
募
集
し
た
事
業
内
容
に
つ
い
て

　

答　
町
の
方
針
を
反
映
し
た
業
者
で
、
詳
細
は
定
例
会
後

次世代に繋がるまちづくりを
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問１） 「町議会だより」 （年 4 回発行） を読んでいますか？ （いずれかに□）

□必ず読んでいる 　□ときどき読んでいる　□ほとんど読んでいない

問２） 1． 「町議会だより」 の掲載内容で特によく読まれる項目は何ですか？

□一般質問　　□定例会の主な議案の概要　　□閉会中の議会活動

  □その他 （　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

         2． 紙面構成や内容 （文章 ・ 見出し ・ 写真等） の印象はいかがですか？

□良い　　□普通である　　□あまり良くない

         3.  色 ・ 文字の大きさ ・ ページ数 ・ 紙質はどうですか？

□現在のままでよい

□変えた方が良い （　色 ・ 文字の大きさ ・ ページ数 ・ 紙質　）

問３） その他 ：「町議会だより」へのご意見 ・ ご感想があれば自由にお寄せください。

✓

氏 名（任意）

性 別

職 業  会社員 ・ パート アルバイト ・ 公務員 ・ 会社役員 ・ 自営業 ・ 学生 ・ その他

年  齢

お住まい地区 桑折 ・ 半田 ・ 伊達崎 ・ 睦合

１０代 ・ ２０代 ・ ３０代 ・ ４０代

５０代 ・ ６０代 ・ ７０代 ・ ８０代以 上

・FAX 送信番号　024-582-2454
・お手数ですが議会事務局（町役場3階）までご持参願います。

  このアンケートは、「議会だより」夏号をご覧になって
の ご 感 想 を お 寄 せ く だ さ い。より良い「議会だより」発
行へ役立てさせていただきます。

締め切り：7 月 30 日（金）
提 出 先：・お近くの議員に渡す
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こんな看板はいかがですか（提案した設置イメージ）

桑折伊達IC出入口に案内看板を
設置に向け速やかに検討に着手岡 本 貴 士 議員

問　
東
北
中
央
道
路（
相
馬
・
福
島

道
）全
線
開
通
に
よ
り
伊
達
桑
折
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
者
が
増
え

る
と
考
え
る
。
観
光
振
興
、
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
出
入
口
付
近
に
本
町
へ
の

案
内
看
板
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

答　
町
長　
案
内
看
板
に
つ
い
て
は
、

相
馬
・
福
島
道
路
の
全
線
開
通
や
大

型
商
業
施
設
の
出
店
予
定
な
ど
、
伊

達
桑
折
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
出
口

付
近
は
、
利
用
者
の
急
増
が
見
込
ま

れ
、
本
町
Ｐ
Ｒ
に
と
っ
て
有
効
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
誘

客
の
た
め
、
設
置
に
向
け
速
や
か
に

検
討
に
着
手
し
て
い
く
。　

「
ス
ー
パ
ー
い
ち
い
」出
店
の
理
由
は

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
連
携
を
重
視

問　
「
福
島
蚕
糸
跡
地
」町
有
地
利
活

用
の
業
者
選
定
に
つ
い
て
、
プ
ロ

ポ
ー
サ
ル
実
施
要
領
に
は
、
評
価
の

視
点
を
、
ま
ち
づ
く
り
と
の
関
係
性
、

提
案
事
業
の
実
現
性
・
継
続
性
、
施

設
計
画
、
希
望
借
受
面
積
、
社
会
貢

献
の
５
点
と
し
て
い
る
。
提
案
が
３

者
か
ら
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
審
査
委

員
会
に
よ
る
最
優
秀
事
業
者
の
選
定

理
由
を
伺
う
。

答　
町
長　
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
の
関
係
性
」に
お
い

て
、
よ
り
町
の
方
針
に
沿
っ
た
実
現

性
の
あ
る
計
画
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
社
会
貢
献
」に
お
い
て
も
、
地
域
の

課
題
解
決
に
向
け
町
と
の
連
携
が
期

待
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

最
優
秀
者
と
し
て「
株
式
会
社
い
ち

い
、
社
会
福
祉
法
人�

松
葉
福
祉
会
」

の
共
同
応
募
者
を
選
定
し
た
。　

これも 質 問
問　
接
種
会
場
へ
行
け
な
い
方
へ
訪
問
接
種
が
必
要
だ

　

答　
家
族
等
に
早
期
接
種
し
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
上
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ

　

答　
接
種
の
意
義
や
有
効
性
等
を
広
く
周
知
し
て
い
く
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災害公営住宅の空き住宅対策は
子育て世帯に提供する羽根田八千代 議員

　
発
災
か
ら
10
年
３
ヶ
月
。
昨
年
か

ら
対
象
エ
リ
ア
を
11
自
治
体
に
広
げ

た
。
更
に
昨
年
は
売
却
を
求
め（
相

馬
を
例
に
）住
民
と
要
望
し
て
い
た

が
、
子
育
て
世
帯
へ
と
、
施
策
が
展

開
し
て
い
る
。
現
在
、
9
戸（
内
1

戸
は
2
月
震
災
に
よ
り
利
用
中
で
現

在
は
8
戸
）の
空
き
が
あ
る
。
こ
の

様
な
状
況
か
ら
次
の
点
を
伺
う
。

問　
令
和
３
年
２
月
震
災
に
よ
る
入

居
者
は
。

答　
町
長　
復
興
公
営
住
宅
に
１
世

帯
、
災
害
公
営
住
宅
に
５
世
帯
が
一

時
入
居
し
て
い
る
。

問　
入
居
状
況
の
今
後
の
予
測
は
、

ま
た
災
害
公
営
住
宅
の
確
保
は
。

答　
町
長　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

震
災
か
ら
の
復
興
等
に
よ
り
、
入
居

者
は
減
少
し
て
い
く
も
の
と
捉
え
て

い
る
。
ま
た
災
害
公
営
住
宅
と
し
て

は
２
戸
を
確
保
し
て
お
く
。

問　
現
在
の
施
策
展
開
は
。

答　
町
長　
復
興
公
営
住
宅
の
空
き

住
宅
９
戸
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に

上
程
し
た「
桑
折
町
子
育
て
世
帯
定

住
促
進
住
宅
条
例
」案
の
可
決
後
、

速
や
か
に
入
居
者
の
募
集
を
行
う
。

問　
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
は
、

子
育
て
世
帯
対
象
へ
の
公
営
住
宅
等

の
処
分
特
例
に
対
応
で
き
る
か
。

答　
町
長　
処
分
特
例
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
６
月
議
会
に
お
い
て
答
弁

し
た
と
お
り
、
町
と
し
て
は
適
用
す

る
考
え
は
な
い
。

子
育
て
世
帯
へ
の
公
営
住
宅
の
家
賃
は

子
ど
も
の
人
数
に
応
じ
た
減
額
措
置
を

問　
子
育
て
世
帯
が
本
町
で
い
き
い

き
と
子
育
て
が
で
き
、
経
済
的
に
も

安
心
安
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
家
賃
対
策
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

具
体
的
な
対
策
を
伺
う
。

答　
町
長　
近
隣
の
状
況
を
勘
案
し

つ
つ
、
町
内
へ
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
観
点
か
ら
、
同
居
す
る
子
ど

も
の
人
数
に
応
じ
た
減
額
を
行
う
な

ど
、
子
育
て
世
帯
へ
配
慮
し
た
条
例

案
と
な
っ
て
い
る
。

降霜被害農家に支援策を
薬剤や防霜資材費の助成 岩 﨑 久 男 議員

政
府
の
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
撤
回
を

県
市
町
村
会
定
期
総
会
で
採
択

問　
県
議
会
と
７
割
を
超
え
る
43
市

町
村
で
反
対
や
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
意
見
書
や
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い

る
。
自
治
体
の
長
と
し
て
の
所
見
は
。

答　
町
長　
関
係
者
等
へ
の
丁
寧
な

説
明
と
理
解
を
前
提
に
進
め
、
実
効

性
の
あ
る
具
体
的
な
風
評
対
策
を
責

任
を
持
っ
て
講
じ
る
よ
う
機
会
を
捉

え
て
要
望
し
て
い
く
。

問　
２
０
１
５
年
８
月
か
ら
政
府
・

東
電
は
県
漁
連
と
交
わ
し
た「
関
係

者
の
理
解
な
し
に
い
か
な
る
処
分
も

行
わ
な
い
」と
い
う
約
束
を
反
故
し

た
事
へ
厳
し
い
批
判
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。
約
束
は
守
る
べ
き
で
あ
る
。

答　
町
長　
県
漁
連
の
要
望
に
つ
い

て
は
順
守
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
捉
え

て
い
る
。

問　
汚
染
水
放
出
に
よ
る
第
一
次
産

業
、
観
光
へ
風
評
被
害
に
つ
い
て
所

見
は
。

答　
町
長　
処
理
水
の
海
洋
放
出
に

つ
い
て
は
農
林
水
産
業
等
に
対
し
甚

大
な
風
評
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

問　
被
害
面
積
１
０
１
ｈ
ａ
被
害
総
額
３
億
４
，
７

７
７
万
円
と
町
村
の
中
で
、
最
も
多
く
の
被
害
で
あ

る
。
度
重
な
る
自
然
災
害
か
ら
生
産
者
を
守
り
、
次

年
度
に
繋
が
る
財
政
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。

答　
町
長　
県
町
が
１
／
３
を
助
成
す
る
剪
定
管
理

費
10
ア
ー
ル
３
万
６
千
円
を
助
成
す
る
。

問　
生
産
者
に
対
し
営
農
意
欲
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
献
上
桃
の
郷
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
町
独

自
の
支
援
は
あ
る
か
。

答　
町
長　
収
入
保
険
、
果
樹
共
済
は
今
年
度
か
ら

掛
金
の
10
％
を
助
成
。

これも 質 問
問　
本
町
で
も
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
を

　

答　
他
の
実
施
状
況
の
把
握
に
努
め
る

これも 質 問
問　
「
非
核
平
和
の
町
宣
言
」に
つ
い
て　

　

答　
新
庁
舎
に
も
周
知
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

問　
若
者
世
代
の
経
済
支
援
は

　

答　
国
保
の
均
等
割
は
、
未
就
学
児
を
対
象
に
導
入

問　
東
電（
株
）に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は

　

答　
令
和
元
年
度
分
約
３
，７
５
８
万
円
を
請
求

被害にあった桃の木笑い声あふれる公営住宅
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「
人
口
減
少
時
代
下
に
お
け
る
行
財

政
運
営
管
理
」の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
当
委
員
会
で
は
、
開
会
中
の
申
し

出
事
項
に
関
し
調
査
研
究
を
行
い
、

令
和
２
年
度
の
財
務
４
表
に
基
づ
い

た
資
料
の
見
方
・
分
析
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
経
常
収
支
比
率
が

高
く
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
向
け
て
の

喫
緊
の
課
題
と
し
て
行
政
側
に
早
期

改
善
を
継
続
し
て
要
請
し
て
い
く
こ

と
に
し
た
。
ま
た
、所
管
で
あ
る「
教

育
委
員
会
関
係
」や「
公
民
館
運
営
等

に
係
る
」件
に
つ
い
て
、
担
当
課
長

の
出
席
を
求
め
疑
問
点
な
ど
に
関
し

て
質
疑
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学

校
関
係
の
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
に
関
し
て

は
計
画
通
り
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
運

営
に
関
し
て
住
民
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
よ
り
身
動
き
で
き
な
い
状
態
に

あ
る
。
新
庁
舎
完
成
に
よ
り
中
央
公

民
館
に
は
町
職
員
が
一
人
も
い
な
い

運
営
に
は
、
問
題
が
生
じ
る
可
能
性

が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
地
区
公
民

館
運
営
に
は
、
行
政
と
し
て
の
対
応

の
仕
方
、「
町
民
に
寄
り
添
う
」姿
勢

が
望
ま
れ
、
今
後
の
見
直
し
を
実
施

す
る
よ
う
委
員
会
と
し
て
求
め
る
。

委 

員 

会 

活 

動 

報 

告

総
務
文
教
常
任
委
員
会�

委
員
長 

斉
藤
　
謙

　
今
年
度
、
新
た
な
９
名
の
議
会
モ

ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

5
月
14
日
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
で
は
、

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
職
務
と
は
…
、

何
を
す
れ
ば
い
い
か
…
、
内
容
を
分

か
り
易
く
…
、
待
ち
ど
お
し
い
議
会

だ
よ
り
に
な
る
発
行
等
、
皆
さ
ま
か

ら
率
直
な
ご
意
見
を
頂
い
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
今
年
も

報
告
会
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
。
そ
の

結
果
は
Ｐ
20
～
21
に
掲
載
し
て
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
は
手
に
取
り
読
み
や
す
い

紙
面
内
容
を
研
修
し
、
こ
の「
夏
号
」

か
ら
ち
ょ
っ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
気

づ
か
れ
ま
し
た
？

　

皆
様
の
応
援
を
頂
い
て
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
閉
会
中

の
所
掌
事
務
調
査
事
項
「
予
算
決
算

の
審
議
の
あ
り
方
」
を
中
心
に
協
議

を
進
め
て
き
た
。
予
算
審
議
、
決
算

審
議
を
効
率
的
に
進
め
る
目
的
で
他

議
会
の
先
進
事
例
を
参
考
に
協
議
し

て
お
り
、『
予
算
決
算
常
任
委
員
会
』

の
設
置
を
視
野
に
参
考
資
料
を
収
集

し
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
な
お
、
常
任
委
員
会
を
設
置
す
る

に
は
、
条
例
改
正
が
必
要
で
あ
り
、

ま
ず
、
特
別
委
員
会
（
予
算
特
別
委

員
会
、
決
算
特
別
委
員
会
）
を
設
置

し
て
審
議
方
法
や
日
程
の
あ
り
方
等

を
確
立
し
た
上
で
条
例
改
正
を
実
施

し
、
常
任
委
員
会
を
設
置
す
る
と
の

や
り
方
で
進
め
て
行
く
予
定
で
あ

る
。　

議
会
運
営
委
員
会�

委
員
長 

半
澤
　
高

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（CO

V
ID
-

19
）

対
策
調
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長 
斉
藤
　
謙

広
報
広
聴
常
任
委
員
会��

委
員
長 

川
名
　
静
子

中山間地域での農村環境整備は
町直営事業の研究はしてみたい 齋 藤 松 夫 議員

問　
人
口
減
少
時
代
の
農
村
の
荒
廃

は
山
添
地
域
か
ら
進
む
こ
と
に
異
論

は
な
い
と
思
う
。
で
あ
れ
ば
町
道
整

備
に
お
い
て
、
用
地
問
題
が
解
決
し

て
も
い
っ
こ
う
に
す
す
ま
ぬ
北
半
田

の
現
状
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。
ま

た
担
い
手
不
足
の
現
在
、
放
置
す
れ

ば
原
野
と
も
な
り
か
ね
な
い
未
整
備

圃
場
対
策
を
、「
長
野
県
栄
村
の
田

直
し
事
業
方
式
」、
つ
ま
り
、
町
直

営
方
式
を
導
入
し
て
で
も
整
備
を
進

め
、
中
山
間
地
の
農
村
環
境
を
守
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
町
道
に
つ
い
て
は
、
緊

急
性
や
利
用
頻
度
、
財
源
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
優
先
順
位
を
も
っ
て

整
備
を
し
て
い
る
。
未
整
備
圃
場
整

備
に
つ
い
て
は
、
区
画
整
理
方
式
を

採
用
し
た
場
合
、
受
益
者
負
担
を
伴

う
こ
と
か
ら
、
現
状
に
お
い
て
困
難

と
認
識
し
て
い
る
。
ご
提
案
の
直
営

方
式
に
つ
い
て
は
、
研
究
は
し
て
み

た
い
。　

これも 質 問
問　
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
扱
い
は

　

答　
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
る

問　
臨
時
交
付
金
の
繰
越
額
は

　

答　
総
額
４
億
。
繰
越
額
約
６
千
万
円

問　
広
域
農
道
移
管
契
約
書
公
表
を

　

答　
財
産
移
譲
契
約
書
を
公
表

公
民
館
事
業
で
４
つ
の
提
言
を
す
る

　
町
民
ニ
ー
ズ
吸
い
上
げ
充
実
め
ざ
す

問　
生
涯
学
習
課
職
員
の
新
庁
舎
へ

の
移
動
に
よ
り
、
公
民
館
事
業
の
弱

体
化
な
ど
諸
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
解
決
の
た
め
、
次
の
４
点
を
提

言
し
所
見
を
伺
う
。
①
社
会
教
育
と

公
民
館
事
業
軽
視
の
克
服
。
②
生
涯

学
習
課
職
員
は
中
央
公
民
館
に
戻
し
、

公
民
館
運
営
審
議
会
を
再
設
置
す
る
。

③
地
区
公
民
館
は
地
区
館
長
と「
地

区
公
民
館
運
営
委
員
会
」に
よ
り
事

業
を
推
進
。
④
地
区
公
民
館
の
鍵
の

開
け
閉
め
は
、
利
用
者
で
な
く
行
政

の
責
任
で
行
う
。

答　
教
育
長　
生
涯
学
習
の
一
翼
を

担
う
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
中

央
公
民
館
長
及
び
公
民
館
運
営
推
進

員
が
中
心
と
な
り
、
今
後
と
も
充
実

を
図
る
。
そ
の
た
め
社
会
教
育
委
員

の
会
議
や
生
涯
学
習
推
進
会
議
に
お

い
て
、
町
民
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
吸

い
上
げ
、
具
現
化
し
て
い
く
。「
鍵

の
開
け
閉
め
」は
、
夜
間
利
用
と
同

様
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

町直営の圃場整備検討を

　
去
る
６
月
11
日
、
第
14
回
の
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
商
工
会
関
係
者

か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
等
の
影
響
を
聞

き
、
地
元
商
工
業
者
に
対
し
、
町
独

自
の
支
援
策
な
ど
に
関
し
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、

多
種
多
様
な
職
種
の
事
業
者
に
出
席

を
頂
き
、
一
人
ず
つ
現
状
に
つ
い
て

お
話
を
伺
っ
た
。
想
像
以
上
に
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
が
出
て
い

る
事
を
、
各
委
員
は
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
料
す
る
。

　
後
日
、
各
委
員
か
ら
支
援
策
等
へ

の
考
え
方
の
レ
ポ
ー
ト
が
提
出
さ
れ
、

全
委
員
の
意
見
を
基
に
、
さ
ら
に
協

議
を
進
め
て
い
く
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会�

委
員
長
　
佐
藤
　
榮
三

　
当
委
員
会
は
、
３
月
定
例
会
後
に

「
空
き
家
・
空
き
店
舗
等
に
つ
い
て
」

調
査
を
進
め
る
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
向
け
、
極
力
活
動
を
自
粛
し
て
お

り
、
１
回
の
開
催
に
終
わ
っ
た
。

　

し
か
し
、
４
月
に
「
献
上
桃
の

郷
」
に
数
日
間
に
わ
た
る
降
霜
が
あ

り
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
委
員
会
と
し
て
被
害
状
況
を

把
握
す
べ
く
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来

桑
折
営
農
セ
ン
タ
ー
及
び
伊
達
崎
地

区
の
被
害
樹
園
地
で
担
当
者
、
生
産

者
よ
り
状
況
の
説
明
を
受
け
た
。

　
当
委
員
会
と
し
て
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
協
議
を
実
施
し
、
県
に
被

害
に
対
す
る
支
援
の
要
望
書
を
提
出

す
べ
き
と
の
結
論
を
出
し
、
県
北
農

林
事
務
所
長
へ
要
望
書
を
提
出
し

た
。�

（
要
望
書
は
２
頁
に
掲
載
）

渋谷商工会長
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一部事務組合への令和３年度負担金予算額と前年度対比表 
区　　分 内　訳 R3年度予算額 R2年度予算額 増減額 増減率

伊 達 地 方
衛 生 処 理 組 合

一般会計 6,132 6,841 ▲709 ▲11.6%
し尿処理 28,440 29,284 ▲844 ▲3.0%
ごみ処理 37,541 38,585 ▲1,044 ▲2.8%

計 72,113 74,710 ▲2,597 ▲3.6%

公 立 藤 田 病 院 組 合
特別交付税 29,743 29,876 ▲133 ▲0.4%
一般会計 30,000 30,000 0 0.0%

計 59,743 59,876 ▲133 ▲0.2％
伊 達 地 方 消 防 組 合 一般会計 208,482 208,724 ▲242 ▲0.1％

合　　　　計 340,338 343,310 ▲2,972 ▲0.9％

単位：千円
小数第２位
四捨五入

一部事務組合議会報告 意　　見　　書

　行政の能率化、効率化を図るため、特典の事務を関係市町村で共同処理する
方式です。◆一部事務組合とは

　
令
和
３
年
度
の
総
予
算
は
、
17
億
２
，
８
５
０
万
が

計
上
さ
れ
た
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
各
種
の
対
応
や
終

息
が
見
通
せ
な
い「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
」等
、
多
岐
に
わ
た
る
高
度
な
知
識
や
更
な
る
消
防

技
術
の
習
得
が
必
要
と
な
り
、
各
種
研
修
の
派
遣
予
算
。

ま
た
、
消
防
活
動
に
欠
か
せ
な
い
安
全
基
準
に
適
合
さ

せ
る
装
備
品
、
西
分
署
の
救
急
自
動
車
更
新
等
の
予
算

が
計
上
さ
れ
た
。

伊
達
地
方
消
防
組
合

福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

選
出
議
員
　
　
川
　
名
　
静
　
子

　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
武
　
朗

選
出
議
員
　
　
片
　
平
　
秀
　
雄

西
分
署
庁
舎
の
設
計
に
進
む

　
２
月
19
日
令
和
３
年
２
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
補

正
予
算
、当
初
予
算
及
び
条
例
改
正
１
件
が
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

主
な
概
要　
業
務
予
定
量
は
、
年
間
総
給
水
量
を�

３
，
９
１
５
万
３
，
３
９
１
立
方
メ
ー
ト
ル
（
同

７
万
９
，
８
３
８
立
方
メ
ー
ト
ル
減
）、
１
日
平
均

給
水
量
１
０
万
７
，
２
７
０
立
方
メ
ー
ト
ル
（
同�

１
，
１
５
４
立
方
メ
ー
ト
ル
減
）
と
見
込
ん
で
い
る
。

主
な
事
業
は
、
す
り
か
み
浄
水
場
計
装
盤
修
繕
、
仁
井

田
水
管
橋
塗
装
修
繕
工
事
で
あ
る
。

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

選
出
議
員
　
　
半
　
澤
　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
岩
　
﨑
　
久
　
男

　
令
和
３
年
３
月
24
日
開
催
の
定
例
会
で
は
、
令
和
２

年
度
補
正
予
算
３
件
お
よ
び
令
和
３
年
度
各
会
計
当
初

予
算
案
が
上
程
さ
れ
全
て
可
決
し
た
。

　
本
年
２
月
の
福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
災
害

廃
棄
物
は
３
月
19
日
現
在
１
，
２
８
０
ト
ン
搬
入
さ
れ

（
桑
折
町
分
は
５
７
７
・
８
６
ト
ン
）、
可
燃
物
は
24
時

間
体
制
で
焼
却
処
理
し
て
お
り
、
が
れ
き
等
に
つ
い
て

は
福
島
県
産
業
資
源
循
環
協
会
に
委
託
処
理
し
て
い
る
。

地
震
に
よ
る
廃
棄
物
が
増
大

計
装
盤
・
水
管
橋
塗
装
修
繕

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意

見
書
（
略
）

１�　
社
会
保
障
、
防
災
、
環
境
、
地
域
交

通
、
人
口
減
少
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
な

ど
、
増
大
す
る
地
方
自
治
体
の
財
政
需

要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に
見
合
う

地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
図
る
こ

と
。

２�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
構
築
、
感
染
症

対
応
業
務
を
含
め
た
、
よ
り
全
体
的
な

保
健
所
体
制
・
機
能
の
強
化
、
そ
の
他

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
事
業
、

ま
た
地
域
経
済
の
活
性
化
ま
で
踏
ま
え

た
、
十
分
な
財
源
措
置
を
図
る
こ
と
。

３�　
子
育
て
、
地
域
医
療
の
確
保
、
介
護

や
児
童
虐
待
防
止
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
な
ど
、
急
増
す
る
社
会
保
障
ニ
ー

ズ
が
自
治
体
の
一
般
行
政
経
費
を
圧
迫

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
単
独
事
業

分
も
含
め
た
十
分
な
社
会
保
障
経
費
の

拡
充
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
人
材
を
確

保
す
る
た
め
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を

支
え
る
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
３
年
６
月
22
日

　
　
　
　
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
議
会

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

総
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
地
方
創
生
）

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
経
済
財
政
政
策
）

参
議
院
議
長

衆
議
院
議
長

保
育
士
の
全
面
パ
ー
ト
化
に
つ
な
が
る

短
時
間
勤
務
保
育
士
の
活
用
促
進
で
は

な
く
、保
育
所
職
員
の
配
置
基
準
改
善
、

処
遇
向
上
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
求

め
る
意
見
書

１�　
保
育
士
の
全
面
パ
ー
ト
化
に
つ
な
が

る
短
時
間
勤
務
保
育
士
の
活
用
で
保
育

士
不
足
の
解
消
を
は
か
る
の
で
は
な
く
、

常
勤
職
員
を
確
保
・
増
員
で
き
る
よ
う

処
遇
を
改
善
す
る
こ
と
。

２�　
保
育
所
等
の
職
員
配
置
基
準
や
公
定

価
格
の
引
き
上
げ
な
ど
、
保
育
士
等
職

員
の
処
遇
を
改
善
す
る
た
め
の
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
3
年
6
月
22
日

　
　
　
　
　
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
議
会

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

文
部
科
学
大
臣

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
少
子
化
対
策
）

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
国
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見
書

１�　

今
後
も
発
生
が
予
想
さ
れ
る
新
た
な

感
染
症
拡
大
な
ど
の
事
態
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
、
そ
し

て
公
衆
衛
生
施
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

２�　
地
域
の
声
を
踏
ま
え
た
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

３�　
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
提
供
体

制
を
確
保
す
る
た
め
、医
師
・看
護
師
・

介
護
職
等
の
人
員
不
足
解
消
に
努
め
る

こ
と
。

４�　
ウ
イ
ル
ス
研
究
、
検
査
・
検
疫
体
制

な
ど
の
強
化
・
拡
充
を
図
る
こ
と
。

５�　
社
会
保
障
に
関
わ
る
国
民
負
担
の
見

直
し
を
図
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。　
　
　

令
和
３
年
６
月
22
日

　
　
　
　
　
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
議
会

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

財
務
大
臣

総
務
大
臣

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
中
止

を
求
め
る
意
見
書

　
当
議
会
は
、令
和
２
年
６
月
22
日
に「
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
汚
染
水
の
海
洋
放

出
に
関
す
る
意
見
書
」を
提
出
し
、
廃
炉

作
業
完
了
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
ト
リ

チ
ウ
ム
を
含
む
汚
染
処
理
水
の
海
洋
放
出

の
判
断
に
は
慎
重
を
期
し
、
長
期
地
上
保

管
の
検
討
も
含
め
る
と
と
も
に
、
併
せ
て

全
国
民
へ
の
安
全
性
の
科
学
的
根
拠
を
示

し
、
風
評
被
害
へ
の
万
全
な
対
策
を
講
ず

る
よ
う
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
対
応
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
去
る
4
月

13
日
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
が

決
定
さ
れ
た
。

　
世
論
調
査
で
は
、
多
く
の
国
民
は
処
理

水
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
、
風
評
へ
の
不
安
と
政
府
、
東

京
電
力
に
対
す
る
不
信
感
は
増
す
ば
か
り

で
あ
る
。
風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て
具
体

的
対
策
が
示
さ
れ
ず「
万
一
、
風
評
被
害

が
発
生
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て

も
東
京
電
力
を
指
導
す
る
」と
の
政
府
見

解
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
東
京
電
力
の

賠
償
姿
勢
で
は
不
安
・
不
信
感
を
払
拭
す

る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
原
発
事
故
以

来
こ
れ
ま
で
、
福
島
県
内
の
農
林
水
産
業

者
を
は
じ
め
多
く
の
事
業
者
は
、
血
の
に

じ
む
よ
う
な
努
力
で
風
評
被
害
払
拭
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
今
後
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を

含
む
処
理
水
の
海
洋
放
出
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
再
び
風
評
被
害
が
発
生
し
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
水
泡
に
帰
し
て
し
ま
う
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
海
洋
放
出
に

つ
い
て
政
府
と
し
て
改
め
て
全
国
民
へ
科

学
的
根
拠
を
示
し
、
安
全
性
に
対
す
る
理

解
醸
成
と
世
論
形
成
に
全
力
で
取
り
組
み
、

風
評
被
害
を
確
実
に
抑
え
本
県
の
全
て
の

事
業
者
が
着
実
に
復
興
進
展
す
る
確
信
が

得
ら
れ
る
ま
で
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
を
中
止
す
る
よ
う
求
め
る
。
以
上
、

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、
意

見
書
を
提
出
す
る
。　
　
　

令
和
３
年
６
月
22
日

　
　
　
　
　
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
議
会

内
閣
総
理
大
臣

経
済
産
業
大
臣

環
境
大
臣

復
興
大
臣

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

　
藤
田
病
院
議
会
３
月
定
例
会
の
予
算
審
議
で
、
令
和

２
年
度
の
病
院
事
業
会
計（
収
益
的
収
支
）は
、
７
，
７

４
７
万
６
千
円
の
純
損
失
の
見
込
み
と
な
っ
た
。
令
和

３
年
度
も
、２
億
２
，４
３
５
万
５
千
円
の
純
損
失（
収

益
的
収
支
）を
見
込
ん
だ
新
年
度
予
算
編
成
だ
。
い
ず

れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
下
の
患
者
数
減
少
な
ど
に
よ

る
も
の
。
一
日
も
早
い
収
束
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

公
立
藤
田
病
院
組
合

選
出
議
員
　
　
羽
根
田
　
八
千
代

齋
　
藤
　
松
　
夫

斉
　
藤
　
　
　
謙

コ
ロ
ナ
禍
で
患
者
数
減
少
に
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アンケートのご質問に
お答えします

アンケートでいただいた主な意見等とその回答

議会だよりの表紙について
　表紙にテーマを！紙面が写真だけ
では、もったいない。

問

　ご意見ありがとうございます。未
来へ繋ぐ子供たちが中心でした。こ
の夏号では委員会活動の写真にしま
した。また、感想等頂ければと思い
ます。

答

公民館体制について
　公民館事業が後退する懸念があり
ます。

問

　今期定例会でも多くの議員が一般
質問に取り上げました。今後は利用
される町民の声を議員活動の中で注
視していきたいと思います。

答

議会だよりの文字の大きさ
　高齢者には読みにくい文字の大き
さ、改善が必要では。

問

　文字の大きさは度々ご意見を頂い
ております。早めに対応したいと思
います。

答

公共施設の運営について
　公共施設の運営・管理について議
論を深堀してほしい。

問

　公民館は基本的には住民のための
施設であるので、今後の運営・管理
には議会としても注視していきま
す。

答

気軽に質問や意見を言える場を

　もっと気軽に意見を言える場がほ
しい。色々な意見が出ると思う。

問

　町民の皆さまと気楽に話せる開か
れた議会を目指しておりますので、
コロナ禍の状況を判断し工夫してい
きます。その時はぜひお願いします。

答

一般質問の内容を調整してみては

　会派制であれば調整が行われる
が、本町は各議員の視点で質問項目
を上げるので、多くの議員が取り上
げることは、今関心の高い内容だと
思います。

　同じような質問も多い。議員間で
調整も必要では。

問

答

　コロナ禍の影響で開催を中止した「議会報告・意見交換
会」の代わりとして、5 月全戸にアンケート用紙を配布し
大所高所からの視点、アンケートをお願いし、さまざまな
ご意見やご質問を頂戴しました。その中から、ご意見のい
つくかをご紹介し、また、ご質問にお答えします。

議会だより継続してほしい
　町政と議会が漠然とながら理解で
きるので、継続して欲しい。

問

　ありがとうございます。編集も頑
張れます。今後とも分かる、伝わる
紙面作りに取り組んでいきます。

答

議会だよりに要望・声を
　一般町民からの要望・声を掲載し
てみては。

問

　町民、皆さんの声は大事です。こ
こにもその声が紹介されています。
これからも掲載していきますので、
ご意見よろしくお願いします。

答

議会だより一般質問について
　質問と答弁の内容を詳しく記載す
れば、一層理解が深まるのでは。

問

　読者目線のご意見ありがとうござ
います。原稿作成は議員本人ですの
で、ご意見の趣旨を共有していきた
いと思います。

答

議会だより発行回数を増やしては
　年 4 回の回数を見直してはいか
がでしょうか。多くても良いのでは

問

　お読み頂きありがとうございます。
年４回定例会後の発行に限らず、議
会活動内容をタイムリーにお届けし
ていきます。

答

議会だより手に取れるように
　読んだことがないという方もいま
す。伝えたい内容、もったいない。

問

　本当にもったいないです。定例会
の内容をいち早く皆さんの手元に届
けたく編集しています。是非あなた
からも PR して頂ければ有り難いで
す。

答

本当にご苦労様です
　毎週委員会を開催され、議員の皆
さん本当にご苦労様です。

問

　ありがとうございます。町民皆さ
まの代弁者として、当然の議会活動
と思っています。引き続き、関心を
寄せて頂ければ有り難いです。

答

議会だよりページ数が多すぎる
　もう少し要約して記載されても良
いかと思う。

問

　ありがとうございます。もっと短
文でも分かり易い編集を目指してい
きます。あれもこれもと欲張ってい
ました。

答

議会だより今後にも期待したい
　町政が良く理解できる。今後にも
期待したい。発展を祈ります。

問

　ありがとうございます。これから
も「町民と共に歩む議会」を目指し
全員で取り組んでいきます。

答
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議 案 審 議 結 果 表
○全会一致で可決の議案

議　　　案　　　名 討論者 議　　　案　　　名 討論者
議案第23号 桑折町町営住宅条例の一部を改正する条例 議案第33号 「地方創生SDGs推進の町」宣言 川名静子
議案第25号 桑折町自転車等放置防止条例 報告第１号 令和２年度桑折町繰越明許費繰越計算書について

議案第26号 桑折町税条例の一部を改正する条例 報告第２号
町が出資金を出資している法人の経営状況等を説
明する資料の提出について（令和２年度一般財団
法人桑折町振興公社事業報告等）

議案第27号 桑折町税特別措置条例の一部を改正する条例 報告第３号
町が出資金を出資している法人の経営状況等を説
明する資料の提出について（令和２年度福島地方
土地開発公社桑折町事務所事業報告等）

議案第28号
東日本大震災による被災者に対する町民税、固定
資産税及び国民健康保険税の減免に関する条例の
一部を改正する条例

発委第３号
保育士の全面パート化につながる短時間勤務保育
士の活用促進ではなく、保育所職員の配置基準改
善、処遇向上のための必要な措置を求める意見書

議案第29号 桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 発委第４号 コロナ禍を克服し、国民のいのちと健康を守るた
めの意見書（案）

議案第30号 桑折町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の
一部を改正する条例 発委第５号 地方財政の充実・強化に関する意見書（案）

議案第31号 令和３年度桑折町一般会計補正予算（第２号） 発議第３号 ALPS処理水の海洋放出中止を求める意見書（案）
議案第32号 令和３年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘

定）補正予算（第１号）
※報告は採決なし

○賛否の分かれた議案
議員名

議案名 岡本貴士 鈴木隆志 岩﨑久男 齋藤松夫 佐藤武朗 斉藤　謙 羽根田八千代 佐藤榮三 川名静子 半澤　高 原　賢志 片平秀雄 可否

議案第24号 桑折町子育て
世帯定住促進住宅条例 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

○：賛成　　●：反対　　 ：討論

年 月 日 活動状況 内　　　　　容 出 席 者

3

3

22
広報広聴常任委員会 委員会の進め方について 選 出 委 員

議会全員協議会 ２月13日に発生した福島県沖地震の被害状況調査に
ついて 全 議 員

23
広報広聴常任委員会 議会だより編集会議 選 出 委 員

例月出納検査 定期検査 選 出 委 員

24

伊達郡町村議会議長会 令和３年度本会当初予算（案）について、県町村議会
議長会の役員改選について 議 長

令和３年第１回伊達地
方衛生処理組合議会全
員協議会

令和３年第１回組合議会定例会提出議案について 選 出 議 員

令和３年第１回伊達地
方衛生処理組合議会定
例会

専決処分の承認１件、令和２年度補正予算（一般会
計１件・特別会計２件）、令和３年度予算（一般会計
１件・特別会計１件）

選 出 議 員

令和３年第２回伊達地
方消防組合議会全員協
議会

令和３年第１回組合議会定例会提出議案について 選 出 議 員

令和３年第２回伊達地
方消防組合議会定例会

組合職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す
る条例について、組合火災予防条例の一部を改正する
条例について、令和２年度組合一般会計補正予算（第
３号）について、令和３年組合一般会計予算について

選 出 議 員

25 議会全員協議会 ３月定例会の総括について 全 議 員

26
第11回新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）
対策調査特別委員会

ワクチン接種に係る体制について 選 出 委 員

29

第１回公立藤田総合病
院組合議会全員協議会

令和３年第１回公立藤田病院組合議会定例会議事日
程等について 選 出 議 員

第１回公立藤田総合病
院組合議会定例会

令和２年度公立藤田病院組合病院事業会計補正予算
（第２号）、令和３年度公立藤田病院事業会計予算 選 出 議 員

30 広報広聴常任委員会 議会モニターの件について、編集会議について 選 出 委 員

4

1 やすらぎ園「もんも」リ
ニューアル開所式 「もんも」リニューアル開所式 議 長

5 広報広聴常任委員会 議会だより編集会議 選 出 委 員

6 議会運営委員会 ３月定例会の総括について 選 出 委 員

7 広報広聴常任委員会 議会モニター設置要綱の一部改正について 選 出 委 員

8

第12回新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）
対策調査特別委員会

新型コロナウイルス感染症に対する町独自の支援策
について 選 出 委 員

議会全員協議会
旧庁舎敷地の利活用方針と進捗状況について、福島
蚕糸跡地の利活用方針と今後の進め方について、「桑
折町水道ビジョン」について、議会報告会・意見交
換会について、令和３年度議会モニターについて

全 議 員

9 広報広聴常任委員会 議会だより編集会議 選 出 委 員

10 広報広聴常任委員会 議会モニター委嘱状交付式 議　長、
選 出 委 員

12 広報広聴常任委員会 議会だより編集会議 選 出 委 員

14 伊達郡町村議会議長会
令和３年度県町村議会議長会定期総会について、令
和３年度「地方自治研究交流セミナー」について、第
16回伊達郡町村議会議員大会について

議 長

15 議会全員協議会 議会運営委員会委員長からの報告、タブレット端末
について 全 議 員

20
産業厚生常任委員会 凍霜害の被害状況について（被害状況確認、現場視察） 選 出 委 員

広報広聴常任委員会 「町議会報告会・意見交換会に代わる意見聴取の仕方」
について、令和２年度町村議会広報クリニック視聴 選 出 委 員

22
議会全員協議会 第16回伊達郡町村議会議員大会決議案及び要望事項

案について 全 議 員

議会運営委員会 ３月定例会総括に係る事項について、「予算決算の
審議のあり方について」の進め方について 選 出 委 員

24
東北中央自動車道開通式 東北自動車道（霊山IC ～伊達桑折IC間）開通式 議 長

東北中央自動車道開通
に関する意見交換会

東北自動車道（霊山IC ～伊達桑折IC間）開通に関す
る意見交換会 議 長

26

令和３年第２回伊達地
方衛生処理組合議会全
員協議会

令和３年第２回組合議会臨時会提出議案について 選 出 議 員

令和３年第２回伊達地方
衛生処理組合議会臨時会

破砕可燃物運搬車両購入契約の締結について、令和
３年度組合ごみ処理事業特別会計補正予算（第１号） 選 出 議 員

27

総務文教常任委員会 人口減少時代下における行財政運営管理のあり方に
ついて 選 出 委 員

例月出納検査 定期検査 選 出 委 員

全国山城サミット桑折
大会実行委員会正副委
員長会議

第2８回全国山城サミット桑折大会運営計画について 議 長

2８

議会運営委員会 令和３年第３回桑折町議会臨時会の議事日程等について 選 出 委 員

議会全員協議会 令和３年第３回桑折町議会臨時会の議事日程等につい
て、提案内容の説明について 全 議 員

令和３年第３回桑折町
議会臨時会 補正予算（一般会計、特別会計）審議採決２件 全 議 員

産業厚生常任委員会
第16回伊達郡町村議会議員大会決議案及び要望事項
案について、年間計画について、凍霜害の被害状況
について、昭和大橋の現状と今後の対策について

選 出 委 員

30 広報広聴常任委員会 町議会報告・意見交換会に代わるアンケートの作成
について、議会モニターへの内容説明の日程について 選 出 委 員

年 月 日 活動状況 内　　　　　容 出 席 者

3

5

7

福島県町村議会議長会
理事監事合同会議

優良町村議会並びに特別功労者及び自治功労者の決定
について、令和３年度（第１回）定期総会の開催について 議 長

第２回全国山城サミッ
ト桑折大会実行委員会

第2８回全国山城サミット桑折大会運営計画について、
各部会の役割について 副 議 長

10 広報広聴常任委員会 アンケートの最終確認について、議会だより臨時号
（案）について 選 出 委 員

11
議会全員協議会 「桑折町新総合計画」について、「令和元年度決算に

係る統一的な基準に基づく財務書類」について 全 議 員

産業厚生常任委員会 第16回伊達郡町議会議員大会の要望内容について、
昭和大橋の現状と今後の対策について 選 出 委 員

13 総務文教常任委員会 所管事務調査に関して 選 出 委 員

14 広報広聴常任委員会
（議会モニター会議） 活動項目について、提出文書について 議　長、

選 出 委 員

19
伊達郡町村議会議長会
議正副議長、事務局長
合同会議

令和2年度伊達郡町村議会議長会の歳入歳出決算につ
いて、県町村議会議長会理事・幹事合同会議結果報告
について、第16回伊達郡町村議会議員大会について

正 副 議 長

20 産業厚生常任委員会 空き家・空き店舗等について 選 出 委 員

24 産業厚生常任委員会 要望活動について（凍霜害被害に関する要望書の提出） 選 出 委 員

25

総務文教常任委員会 人口減少時代下における行財政運営管理のあり方に
ついて 選 出 委 員

例月出納検査 定期検査 選 出 委 員

政務調査会役員会 令和３年度総会について 選 出 役 員

議会運営委員会 予算決算審議のあり方について、新桑折町総合計画
審議の進め方について 選 出 委 員

福島地方水道用水供給企
業団議会定例会打合せ

福島地方水道用水供給企業団議会定例会打合せにつ
いて 議 長

27

第13回新型コロナウイ
ルス感染症対策調査特
別委員会

新型コロナウイルス感染症に対する町独自の支援策
について 選 出 委 員

政務調査会総会 令和２年度事業報告について、令和３年度事業計画
（案）について 全 議 員

31 高齢叙勲伝達式 高齢叙勲伝達式（大宮平吾氏） 議 長

6

3

福島県町村議会議長会
理事監事合同会議

令和３年度（第１回）定期総会の運営について、任期
満了に伴う役員の選挙について 議 長

福島県町村議会議長会
令和３年度定期総会

優良町村議会・特別功労者・自治功労者表彰、各地
方町村議会議長提出議題の審議、決議、会長・副会
長・監事選挙

議 長

4 広報広聴常任委員会 アンケート結果について、議会だより夏号の編集に
ついて 選 出 委 員

7 議会運営委員会 ６月定例会の議事日程等について、予算決算の審議
のあり方について 選 出 委 員

8
議会全員協議会 第16回伊達郡町議会議員大会要望事項（案）及び決議

（案）について 全 議 員

議会運営委員会 ６月定例会の議事日程等について 選 出 委 員

10

福島県町村議会議長会
要望活動 福島県議長会本県関係国会議員への要請活動 議 長

総務文教常任委員会 人口減少時代下における行財政運営管理のあり方に
ついて、閉会中の所管事務調査申出内容について 選 出 委 員

11
第14回新型コロナウイ
ルス感染症対策調査特
別委員会

桑折町商工会会員との意見交換会について 選 出 委 員

15

議会全員協議会 令和３年第４回桑折町議会定例会の議事日程等につ
いて、提案理由の説明について 全 議 員

令和３年第４回桑折町
議会定例会

会議録署名議員の指名、会期の決定について、諸般
の報告、行政報告、町長提案理由の説明、議案31・
32号の説明

全 議 員

総務文教常任委員会 位階中の所管事務調査申出事項について、開会中の
常任委員会の日程について 選 出 委 員

16
議会全員協議会 令和３年第４回桑折町議会定例会（第２日）の議事日

程等について 全 議 員

令和３年第４回桑折町
議会定例会 一般質問 全 議 員

17

議会全員協議会 令和３年第４回桑折町議会定例会（第３日）の議事日
程等について 全 議 員

令和３年第４回桑折町
議会定例会 一般質問 全 議 員

議会運営委員会 「新桑折町総合計画」審議の進め方について 選 出 委 員

1８

議会全員協議会 意見書案の協議について 全 議 員

総務文教常任委員会 付託事件審査、閉会中の所管事務調査申出事項につ
いて 選 出 委 員

産業厚生常任委員会 付託事件審査、閉会中の所管事務調査申出事項につ
いて 選 出 委 員

22

議会全員協議会 令和３年第４回桑折町議会定例会（第８日）の議事日
程等について、追加議事日程について 全 議 員

令和３年第４回桑折町
議会定例会

条例制定２件、条例改正６件、補正予算２件、宣言
１件審議採決、報告３件、追加日程 全 議 員

議会運営委員会 令和３年第４回桑折町議会定例会（第８日）の議事日
程等について 選 出 委 員

広報広聴常任委員会 議会だより夏号の編集について 選 出 委 員

　　　　　　　　　議員活動状況報告 　　　　３月19日～６月22日
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賛成

次回定例会のお知らせ
９月に開催

令和２年度の決算を審議します。
ぜひ傍聴におこし下さい。
くわしくは、「議会だより号外」で
お知らせします。



編　集　後　記
　「議会だより」の発行は年間４回開催の定例
会後に、速やかに町民の皆様にお届けできる
よう編集作業をおこなっております。前回、
発行後に「議会だより」について、町民の方々
にアンケートを実施させていただきました。
　「議会だより」は、コロナ禍における大変重
要な広報活動で、町民の方への議会報告の場
でもあります。
　各年代の多くの方に直接的な意見を頂戴し、
より読みやすく、また関心をお持ちいただけ
るような紙面作りを目指しております。
　新型コロナ感染症については、多くの皆さ
んにワクチン接種を行っていただき、一日も
早い終息を願っております。 佐藤武朗
■広報広聴常任委員会 編集委員

委 員 長　川　名　静　子　　委員　佐　藤　武　朗
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議会だより ●24

　　　　　モ ニ タ ー さ ん 紹 介 　令 和 ３ 年 度
　議会運営に関し、町民からの要望、提言や意見を広く聴取する活動をお願いしてます。

（50音順・敬称略）

浅野まゆみ

りを読み、議会を傍聴させて頂きな
がら理解を深めていきたいと考えて
います。少しでもお役に立てますよ
う、一年間努めさせて頂きます。

　桑折町のことを
もっと知りたいと思
い、モニターに応募
しました。議会だよ

吉田良崇

まずモニターと議員が学び話し合い、
成長し合い、その輪を議会報告会・意
見交換会等を開催し、町民の参加化
を進められればと期待し応募しました。

　日常の議会運営に
住民が参加・興味が
ない。町民に関心を
持って頂く為には、

佐久間香子

んな時にモニター募集を知り興味を
持ちました。町が取り組む農業の事、
子育てや福祉の事、何か自分に手伝
いできることがあればと応募しました。

　桑折町に長いこと
住んでいても、議会
の事などさっぱり知
りませんでした。そ

大山　豊

活動に参加してきました。今年度は
議会モニターとして、多面的・多角
的な視点で桑折町に関わりたいと思
います。よろしくお願い致します。

　私は３年前に桑折
町に移住し、町のイ
ベントや移住者交流
会を通じて、様々な

蓬田明美

子育てに優しい町、もっと多くの人に
桑折町を知ってもらいたい。そんな気
持ちで、議会モニターに参加させて頂
いています。

　桑折町に引っ越し
てきて４年目。自然に
囲まれて、果物も四
季を通して豊かです。

佐々木明

思える町づくり活動を効果的な議論
を展開し行っているか。又、議会だ
より広報誌内容が理解できるよう、議
会傍聴を通し知りたく応募しました。

　健全な桑折町を持
続させる為に各議員
が町民の意見を汲み
上げ、町民が誇りと

川村滋道

な立法機関でありながら、実態は経
験しないと分からないものです。こ
の度、その機会を頂きその役割を発
揮したいと思います。

　この度第３期議会
モニター応募し採用
されました。議会は
我々の生活に不可欠

渡辺久夫

を致しておりました。桑折町におい
ても活力ある商工会に、コロナ禍の
収束後、地域経済活性化への色々な
案件を出していきたいと思います。

　小生10年ほど以前、
東京都中野区に住ん
でおり、その中野区
商工会にて少々活動

宍戸　守

り、項目に興味を持ち傍聴し、その
後も何度か傍聴してきました。今回、
定例会以外の議会活動を知る良い機
会と思いモニターに応募しました。

　「議会だより�号外」
で町議会定例会の議
員による一般質問の
日程と質問項目を知


